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広報　常陸大宮　　　　平成１９年８月号２

　

９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」。
大
正　

年
１２

（
１
９
２
３
年
）
の
こ
の
日
に
発
生
し
た

「
関
東
大
震
災
」
を
教
訓
に
、
防
災
を
見
直

す
た
め
に
定
め
ら
れ
た
日
で
す
。

　

こ
の
震
災
の
記
憶
が
遠
ざ
か
っ
て
き
た

平
成
７
年
１
月
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が

発
生
、
そ
し
て
平
成　

年　

月
に
新
潟
中

１６

１０

越
地
震
、
本
年
３
月
に
能
登
半
島
地
震
、

先
月　

日
に
は
新
潟
県
中
越
沖
地
震
と
私

１６

た
ち
は
大
震
災
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
思

い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
な
か
で
、
私
た

ち
が
教
訓
と
し
て
学
ん
だ
の
は
、
自
分
の

身
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」
の
大
切
さ
、

そ
し
て
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

人
と
人
と
が
助
け
合
う
「
共
助
」の
大
切
さ

で
す
。
阪
神
大
震
災
で
は
、
救
助
さ
れ
た

３
５
’０
０
０
人
の
う
ち
２
７
’０
０
０
人

が
家
族
や
近
隣
の
人
達
に
よ
っ
て
救
出
さ

れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
大
切
な
命
や
財
産

を
地
震
か
ら
守
る
た
め
に
は
日
頃
か
ら
危

機
管
理
が
大
切
…
。
過
去
の
教
訓
を
生
か

し
普
段
の
備
え
を
再
点
検
し
、
地
域
の
防

災
力
を
高
め
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
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地
震
で
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石
塀
が
倒
壊

し
、
下
敷
き
に
な
っ
た
人
が
亡
く
な
っ
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
し
っ
か

り
と
し
た
基
礎
部
分
が
無
い
も
の
や
鉄
筋

が
入
っ
て
い
な
い
も
の
は
補
強
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
は

し
っ
か
り
と
固
定
し
ま
し
ょ
う
。
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本
棚
や
た
ん
す
な
ど
の
家
具
に
は
、
転

倒
し
な
い
よ
う
Ｌ
字
型
金
具
な
ど
を
使
っ

て
し
っ
か
り
留
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
食

器
棚
な
ど
の
ガ
ラ
ス
に
は
、
ガ
ラ
ス
飛
散

防
止
フ
ィ
ル
ム
を
張
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
寝
て
い
る
と
き
に
棚
が
倒
れ
て

き
た
り
、
上
に
置
い
た
も
の
が
落
ち
て
き

た
り
し
な
い
よ
う
に
家
具
の
配
置
を
工
夫

し
ま
し
ょ
う
。
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年８月号３
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机
の
下
な
ど
へ
も
ぐ
り
、

倒
れ
て
く
る
家
具
や
落
下

物
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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コ
ン
ロ
の
火
を
消
し
、
ガ

ス
の
元
栓
を
閉
め
ま
し
ょ

う
。
決
し
て
無
理
は
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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ド
ア
や
窓
を
開
け
て
逃

げ
道
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
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出
火
が
あ
れ
ば
、
落
ち
着

い
て
消
火
を
し
ま
し
ょ
う
。
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倒
れ
た
家
具
な
ど
の
下
敷
き
に
な
っ
て

い
な
い
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

　

く
つ
を
履
き
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
な
ど
か

ら
足
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
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�
�
�
�
�
��
�

・
非
常
持
出
品
を
手
近
に
用
意
し
ま

し
ょ
う
。

・
隣
近
所
の
安
全
を
確
認
、
特
に
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
な
ど
に
は
積
極
的
に
声
を

か
け
安
否
を
確
認
し
、
火
が
出
て
い
た

ら
大
声
で
知
ら
せ
協
力
し
て
消
火
し
ま

し
ょ
う
。

・
ラ
ジ
オ
な
ど
で
情
報
を
確
認
、
間
違
っ

た
情
報
や
う
わ
さ
な
ど
に
ま
ど
わ
さ
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
家
を
出
る
前
に
出
火
防
止
策
を
、
ガ
ス

の
元
栓
を
閉
め
、
電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー

を
切
り
ま
し
ょ
う
。

・
消
火
、
救
出
活
動
、
隣
近
所
で
協
力
し

て
消
火
や
救
出
活
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年８月号４広報　常陸大宮　　　　平成１９年８月号４
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・
人
は
揺
れ
を
感
じ
な
い
。

� 
��
��
��
�

・
屋
内
に
い
る
人
の
一
部
が
、
わ
ず
か
な

揺
れ
を
感
じ
る
。

� 
��
��
��
�

・
屋
内
に
い
る
人
の
多
く
が
揺
れ
を
感
じ
る
。

・
つ
り
下
が
っ
た
電
灯
な
ど
が
わ
ず
か
に

揺
れ
る
。

� 
��
��
��
�

・
屋
内
に
い
る
人
の
ほ
と
ん
ど
が
揺
れ
を

感
じ
る
。

・
棚
に
あ
る
食
器
類
が
音
を
立
て
る
こ
と

が
あ
る
。

・
電
線
が
少
し
揺
れ
る
。

� 
��
��
��
�

・
か
な
り
の
恐
怖
感
が
あ
る
。

・
つ
り
下
げ
て
あ
る
物
は
大
き
く
揺
れ
、

棚
に
あ
る
食
器
類
は
音
を
立
て
る
。

・
電
線
が
大
き
く
揺
れ
、
歩
い
て
い
る
人

も
揺
れ
を
感
じ
る
。

� 
��
��
��
��
�

・
棚
に
あ
る
食
器
類
、
書
棚
の
本
が
落
ち

る
こ
と
が
あ
る
。

・
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

・
電
柱
が
揺
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

� 
��
��
��
��
�

・
多
く
の
人
が
行
動
に
支
障
を
感
じ
る
。

・
タ
ン
ス
な
ど
の
重
い
家
具
や
自
動
販
売

機
が
倒
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

・
自
動
車
の
運
転
が
困
難
に
な
る
。

� 
��
��
��
��
�

・
立
っ
て
い
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
。

・
壁
の
タ
イ
ル
や
窓
ガ
ラ
ス
が
破
損
、
落

下
す
る
。

・
耐
震
性
の
低
い
木
造
住
宅
で
は
、
倒
壊

す
る
も
の
が
あ
る
。

� 
��
��
��
��
�

・
は
わ
な
い
と
動
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

・
固
定
し
て
い
な
い
家
具
の
ほ
と
ん
ど
が

移
動
、
転
倒
す
る
。

・
耐
震
性
の
高
い
住
宅
で
も
壁
や
柱
が
破

損
す
る
も
の
が
か
な
り
あ
る
。

� 
��
��
��
�

・
自
分
の
意
思
で
行
動
で
き
な
い
。

・
ほ
と
ん
ど
の
家
具
が
移
動
し
、
飛
ぶ
も

の
も
あ
る
。

・
耐
震
性
の
高
い
住
宅
で
も
傾
い
た
り
大

き
く
破
損
す
る
こ
と
が
あ
る
。

（
気
象
庁
震
度
階
級
関
連
解
説
表
参
考
）

　地震の二次災害でもっとも恐ろしい火災。地震時の初期消火の
タイミングを頭に入れておき、あわてず確実に火の始末をしましょう。

��������

揺れはじめの瞬間に火を消す。た
だし、最近は地震時に自動的にガ
スの供給が停止するマイコンメー
ターの設置が進ん
でいるので、危険
を冒してまで消す
必要はない。

��������	


まずは、テーブルの下などで身を
守り、大きな揺れがおさまってか
ら火を消す。

��������

万一出火したら、すばやく備え付
けの消火器などで消火する。天井
まで火が回ってしまったら、すみ
やかに避難する。
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　市内の屋外８８か所に設置し、皆
さんに早く的確に伝えなければな
らない情報を放
送しています。
　また、各家庭
用の個別受信機
でも聴くことが
可能です。
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　市のホームページでは、災害が
発生した場合に、災害情報を発信
します。
　また、気象庁のホームページに
リンクしており、いつでも地震情
報や台風情報を確認できます。
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　一人暮らしの高齢者や重度の障害者
など、日常生活のなかで手助けを必要
とする人が、災害時などに支援を受け
ることができます。
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二次避難所

収容人員施　　設　　名収容人員施　　設　　名収容人員施　　設　　名

５４０村田小学校４７０大賀小学校１，２００常陸大宮市文化センター
２４０大宮農村環境改善センター４８０第一中学校８６０大宮小学校
４７０第二中学校３７０世喜小学校６４０大宮西小学校
３４０小場小学校１１０大宮東部地区コミュニティセンター９８０大宮中学校
３４０大場小学校６４０上野小学校１８０大宮公民館（福祉センター）
２９０塩田小学校２，０８０県立大宮工業高等学校（跡地）１，９１０県立常陸大宮高等学校

３７０玉川小学校

二次避難場所

収容人員場　　所　　名収容人員場　　所　　名収容人員場　　所　　名

１，１００大賀ファミリー公園１３，０００大宮自然公園４０，０００玉川自然公園
１，０４０宮の郷公園９，０００大宮運動公園３４，０００辰ノ口親水公園

１６，４００西部総合公園

一次避難所

収容人員施　　設　　名収容人員施　　設　　名収容人員施　　設　　名

８０上野地区防災センター８０若林新農村集落センター２０栄町公民館
８０泉コミュニティセンター３０上大賀公民館５０南町公民館
６０宇留野台ふれあい交流センター７０岩崎ふるさとコミュニティセンター５０抽ヶ台公民館
５０農村文化伝統館４０小祝新農村集落センター２０上町公民館
６０下村田田園都市センター６０大宮公民館大賀分館８０第７区公民館（寺町）
８０村石地区防災センター６０鷹巣ふるさとコミュニティセンター３０第８区公民館（北三）
３０石沢公民館５０辰ノ口公民館６０東富コミュニティセンター
８０大宮公民館大場分館５０塩原農村集落センター４０第１０区公民館（姥賀）
５０三美多目的集会施設４０富岡公民館６０野中公民館
３０西塩子田園都市センター５０下岩瀬新農村集落センター２０田子内集会場
８０塩田地区防災センター７０上岩瀬新農村集落センター７０大宮公民館玉川分館

５０八田農村集落センター



広報　常陸大宮　　　　平成１９年８月号７
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二次避難所

収容人員施　　設　　名収容人員施　　設　　名収容人員施　　設　　名

１５０山方農村環境改善センター６６０山方公民館７８０山方小学校
３０山方公民館舟生分館６０山方高齢者コミュニティセンター３７０山方南小学校
２４０山方農林漁家高齢者センター４０山方公民館西野内分館１，１７０山方中学校

二次避難場所

収容人員場　　所　　名収容人員場　　所　　名収容人員場　　所　　名

１９０小田野地区山村広場４９０三浦杉公園８，８００花立自然公園
２６０鷲子地区運動公園１，９６０美和運動公園

一次避難所

収容人員施　　設　　名収容人員施　　設　　名収容人員施　　設　　名

２０仲檜沢会館センター２０大貝生活改善センター４０野沢会館
４０中組集落４０小田野宿集落センター４０上郷コミュニティセンター
２０三ツ木会館２０小田野上郷生活改善センター２０上檜沢生活改善センター
３６０美和工芸ふれあいセンター３０袋木集落センター３０上組会館
３０入檜沢コミュニティセンター４０鷲子宿集落センター３０上町集落センター
２０小田野下郷営農改善センター５０花輪集落センター４０東河戸集落センター
３０小田野中郷集落センター３０鳥居土集落センター２０入檜沢下集落センター
５０鷲子下郷農村集落センター３０元沢集落センター３０仲河戸集落センター
３０仲郷コミュニティセンター４０宿里ふるさとコミュニティセンター２０谷熊公民館

２０細草集落センター

������
二次避難所

収容人員施　　設　　名収容人員施　　設　　名収容人員施　　設　　名

７０高齢者コミュニティセンター６３０美和中学校２１０美和山村開発センター
４００常陸大宮市美和総合支所３０表郷みらい館３７０檜沢小学校

１０下郷ふるさとコミュニティセンター４９０嶐郷小学校

二次避難場所

収容人員場　　所　　名収容人員場　　所　　名収容人員場　　所　　名

１，２１０陰陽山森林公園１，３２０家和楽運動公園４，９８０パークアルカディア
１，０３０西野内運動公園１，３１０２２世紀の森１，７９０山方運動公園

１，７６０もりがね富士見公園

一次避難所

収容人員施　　設　　名収容人員施　　設　　名収容人員施　　設　　名

５０諸沢四区農村集落センター４０山方公民館諸沢五区分館３０山方公民館山方分館
２０北富田集会所２３０山方公民館諸富野分館５０山方公民館和大分館
２０平山集会所１５０山方公民館下小川分館６０山方公民館久隆分館
２０盛金川東集会所３０山方二区集会所６０山方公民館長田分館
２０桧沢口岡平集会所２０南皆沢集会所６０山方公民館野上分館
５０家和楽農村集落センター２０北皆沢集会所４０山方公民館小貫分館
２０梶畑集会所７０芝新農村集落センター５０山方公民館照山分館
６０長沢農村集落センター５０諸沢二区農村集落センター５０山方公民館舟生分館
５０照田集落センター５０諸沢三区農村集落センター７０山方公民館西野内分館
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二次避難所

収容人員施　　設　　名収容人員施　　設　　名収容人員施　　設　　名

１１０長倉小学校・体育館１１０野口小学校・体育館２４０御前山トレーニングセンター
４０長倉地区センター１１０伊勢畑小学校・体育館１７０御前山中学校・体育館

一次避難所

収容人員施　　設　　名収容人員施　　設　　名収容人員施　　設　　名

２０中居公民館４０上伊勢畑集落センター５０上郷新農村集落センター
５０文化伝習センター２０桧山公民館３０野口平公民館
４０内原農村集落センター６０野田集落センター９０野口地区センター
２０相川公民館２０秋田公民館３０門井公民館

６０下伊勢畑生活改善センター

二次避難場所

収容人員施　　設　　名収容人員場　　所　　名

３，３９０三王山自然公園３，７３０御前山総合運動公園

二次避難場所

収容人員場　　所　　名収容人員場　　所　　名収容人員場　　所　　名

４，１４０百観音自然公園７，９５０緒川運動公園１３，５８０やすらぎの里公園

一次避難所

収容人員施　　設　　名収容人員施　　設　　名収容人員施　　設　　名

５０油河内農村集落センター５０本郷ふるさとコミュニティセンター６０緒川公民館八里分館
３０松之草生活改善センター４０川西生活改善センター６０那賀集落農事集会所
５０小瀬沢ふるさとコミュニティセンター４０西根生活改善センター５０下小瀬生活改善センター
５０吉丸コミュニティセンター５０大岩集落センター６０国長生活改善センター
２０入本郷公民館２０小舟公民館２０小玉集落センター
６０千田田園都市センター４０前屋大貝生活改善センター７０下郷農村集落センター

４０小舟上集落センター６０宿農村集落センター

������
二次避難所

収容人員施　　設　　名収容人員施　　設　　名収容人員施　　設　　名

１，０５０緒川中学校１５０緒川第２体育館１００老人福祉センターやすらぎ荘
３３０緒川総合センター６５０小瀬小学校１３０ふるさとセンターつづじ荘
２１０おがわ幼稚園５３０八里小学校１３０緒川第１体育館
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･･･シリーズ⑧男女共同参画

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
は
医
療
機
関
で
受
診
さ
れ

る
際
、
所
得
の
状
況
に
応
じ
て
、
か
か
っ
た
医
療

費
の
１
割
ま
た
は
３
割
の
一
部
負
担
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　

１
割
負
担
で
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
老
人
医

療
受
給
対
象
者
は
、
医
療
費
の
減
額
認
定
申
請
を

し
て
認
定
さ
れ
る
と
、
医
療
費（
自
己
負
担
限
度
額

と
入
院
時
の
食
事
自
己
負
担
額
）
が
減
額
に
な
り

ま
す
。該
当
者
は
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

歳
以
上
の
住
民
税
課
税
者
の
い
る
世
帯
で
も
、

７０
そ
の
方
の
前
年
の
総
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以

下
な
ら
、
そ
れ
以
外
の
受
給
者
が
該
当
し
ま
す
。

　

申
請
し
た
月
の
初
日
か
ら
認
定
に
な
り
、
有
効

期
間
は
毎
年
８
月
１
日
か
ら
翌
年
の
７
月　

日
の

３１

１
年
間
で
す
。
有
効
期
間
を
過
ぎ
る
と
使
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
４
月
か
ら
老
人
保
健
制
度
が
後
期
高

２０

齢
者
医
療
制
度
に
か
わ
る
た
め
、
今
年
度
発
行
に

限
り
減
額
認
定
証
の
有
効
期
限
が
平
成　

年
３
月

２０

　

日
と
記
載
さ
れ
ま
す
。
残
り
の
期
限
の
減
額
認

３１定
書
は
来
年
３
月
末
に
発
行
さ
れ
る
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
（
高
齢
者
保
険
証
）
と
一
緒
に

送
付
し
ま
す
。
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標準負担額
（１食あたり）

高　額　自　己　負　担　額
負担
割合要　　　　　　件区　分

外来＋入院（世帯合算）外　来
（個人ごと）

２６０円

８０，１００円＋（医療費－
２６７，０００円）×０．０１
＊ただし、過去１年間に
高額医療費の支給が４
回以上あった場合、４
回目以降は４４，４００円

４４，４００円

３割

７０歳以上で課税所得が２１３万円以上の人が
いる世帯の受給者
ただし、７０歳以上の人の収入の合計が２人以
上の場合６２１万円未満は３割一般へ、５２０万
円未満は１割へ。１人の場合４８４万円未満は
３割一般へ、３８３万円未満は１割へ（要申請）

３　割

４４，４００円１２，０００円

７０歳以上で課税所得が１４５万円以上２１３万円
未満の人がいる世帯の受給者
ただし、７０歳以上の人の収入の合計が２人
以上の場合５２０万円未満は１割へ。１人の
場合３８３万円未満は１割へ（要申請）

３　割
一　般

１割３割、３割一般、低所得に該当しない受給者１　割

９０日まで
２１０円

９１日目から
１６０円

２４，６００円

８，０００円

１割
同一世帯内で住民税課税者がいても、その
人の前年の合計所得が１２５万円以下の場合、
他の住民税非課税の受給者

低所得Ⅱ
・経過措
置対象者

１割同一世帯内の世帯員全員が住民税非課税の
受給者低所得Ⅱ

１００円１５，０００円１割
同一世帯内の世帯員全員が住民税非課税
で、各所得が必要経費控除（年金の場合控除
額８０万円）を差し引いたとき０円をなる受給者

低所得Ⅰ

���������	
��
����������������	
��




広報　常陸大宮　　　　平成１９年８月号１０

�
市
民
バ
ス
�ア
ン
ケ
�
ト
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

昨
年
７
月
か
ら
試
行
運
行
を
し
て
い
ま
す
市
民
バ
ス
で
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
、
身
近
な
「
市
民
の
足
」
と
し
て
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
も
の
と
な
る

よ
う
、
市
民
バ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
月
は
、
そ
の
結
果
を
ご
報
告
し
ま
す
。

アンケートの概要
目　　的
　今後の市民バスの運行見直しの参考とするため、市民バスの利用
状況や満足度、要望等についてアンケートを実施。

対象及び調査方法
○対象者：住民基本台帳を基に市全域から２， ０００人を抽出。
○配布・回収方法：郵送
○調査票の発送・回収期間：５月２４日 （発送）～６月８日 （回収）
○回収状況：回収票数：８６５件
○回収率：４３.２５％

　

集
計
結
果
か
ら
み
る
と
、
現
在
、
市
民

バ
ス
の
利
用
は
通
院
、
買
い
物
で
の
利
用

や
市
役
所
が
主
な
目
的
で
、
月
に
１
〜
２

回
程
度
と
少
な
い
利
用
状
況
で
す
が
、
毎

週
１
回
以
上
利
用
さ
れ
て
い
る
方
も
少
な

か
ら
ず
い
る
よ
う
で
す
。

　

市
民
バ
ス
を
利
用
し
な
い
理
由
と
し
て

は
、
自
分
の
運
転
や
家
族
の
送
迎
な
ど
、

多
く
の
方
が
自
動
車
を
利
用
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

市
民
バ
ス
の
運
行
時
間
帯
や
運
行
本
数

に
つ
い
て
は
、
今
の
ま
ま
で
よ
い
と
感
じ

て
い
る
方
が
多
く
、
所
要
時
間
に
つ
い
て

は
、
概
ね
満
足
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

運
行
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
概
ね
満
足

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
大
宮
地
域
の

方
が
不
満
に
感
じ
て
い
る
方
が
や
や
多
い

よ
う
で
す
。

　

停
留
所
に
つ
い
て
は
、
不
満
に
感
じ
て

い
る
方
が
や
や
多
い
よ
う
で
す
。

　

運
行
回
数
に
つ
い
て
は
、
毎
日
あ
る
い

は
１
日
お
き
で
運
行
し
て
ほ
し
い
と
い
う

意
見
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
市
民
バ
ス
の

運
行
の
見
直
し
に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
市
民
バ
ス
の
運
行
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
こ
の
ほ
か
詳
し
い

集
計
結
果
を
グ
ラ
フ
で
表
し
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
概
要



広報　常陸大宮　　　　平成１９年８月号１１

■
市
民
バ
ス
の
利
用
状
況
等
に
つ
い
て

・現在市民バスを利用する人の利用目的は、「病院」が 36.2％、「市役所・買物・病院」が31.3％と
なっています。（複数回答可）

・利用回数は、「月に１～２日」が51.8％で利用回数は少ない状況となっているものの、「週３日以
上」「週に１～２日」の回答も31.7％を占めています。

・利用しない理由は、「自家用車がある」が55.5％と過半数を占めています。

■
市
民
バ
ス
の
満
足
度
、
要
望
等
に
つ
い
て

　無回答以外では、「今のま
まで良い」が22.7％で最も多
く、次いで「もっと早いほう
が良い」が5.0％となってい
ます。

　無回答以外では、「今のま
まで良い」が18.0％で最も多
く、次いで「もっと多くほし
い」が8.1％となっています。



広報　常陸大宮　　　　平成１９年８月号１２

■
市
民
バ
ス
の
満
足
度
、
要
望
等
に
つ
い
て

　無回答以外では、「普通」「満足」
「とても満足」の合計割合が
24.4％、「不満」「とても不満」の
回答の合計割合が2.4％となって
おり、概ね満足されていると思わ
れます。

　無回答以外では、「普通」「満足」
「とても満足」の合計割合が
18.0％、「不満」「とても不満」の
合計割合が14.5％であり、不満
度の割合が高くなっています。

　無回答以外では、「毎日運行し
てほしい」「１日おきでよい」の合
計割合が26.2％、「週１日でよ
い」「その他」の合計割合が6.6％
となっており、毎日あるいは１日
おきの運行に対する要望が強く
なっています。

　無回答以外では、「普通」「満足」
「とても満足」の合計割合が
20.9％、「不満」「とても不満」の
合計割合が9.1％となっており、
概ね満足されていると思われます
が、大宮地域に限ると「普通」「満
足」「とても満足」の合計割合が
17.2％、「不満」「とても不満」の
合計割合が11.7％であり、不満度
の割合が高くなっています。
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��
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�７
月　

日
・　

日　

２８

２９

　

大
宮
地
域
の
祇
園
祭
は
、
今
年
も
２
日

間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
は
、
関
東
の
三
大
裸
祭
と
し
て

有
名
な
祭
で
、
１
日
目
は
子
ど
も
神
輿
、

��
�
�
�
�
�
�
�７

月　

日　
２８

　

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
夜
空
を

天
然
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
と
し
て
星
空
の
解

説
が
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
や
星
の
愛
好
家

な
ど
が
訪
れ
、
き
ら
め
く
星
空
を
眺
め
な

が
ら
、
夏
の
一
夜
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

２
日
目
は
迫
力
の
あ
る
大
人
神
輿
が
ま
ち

を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
通
り
に
は
、
神
輿

を
担
ぐ
男
達
か
ら
あ
が
る
威
勢
の
よ
い
か

け
声
が
響
き
、
さ
ら
に
、
笛
や
太
鼓
の
音

色
や
賑
や
か
な
屋
台
の
巡
行
も
あ
り
、
祭

り
の
気
分
を
い
っ
そ
う
盛
り
上
げ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
通
り
沿
い
で
は
、
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
大
勢
の
見
物
客
は
、

夜
遅
く
ま
で
祭
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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７
月　

日　
２８

　

７
月　

日
、
岩
崎
地
区
に
あ
る
春
日
神

２８

社
の
祇
園
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

恒
例
の
子
ど
も
会
に
よ
る
ち
ょ
う
ち
ん

行
列
の
ほ
か
、
今
年
は
春
日
神
社
が
鎮
座

１
２
０
０
年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
青
年

会
等
が
協
力
し
て　

年
ぶ
り
に
大
人
神
輿

１３

が
復
活
。
初
め
て
中
学
生
が
お
囃
子
で
参

加
し
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

美
和
地
域
の
花
立
山
星
ま
つ
り
が
、
７

月　

日
に
、
花
立
自
然
公
園
で
開
催
さ
れ

２８
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
市
内
の
小
学
校
か
ら
応
募

の
あ
っ
た
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

式
を
始
め
、
星
空
コ
ン
サ
ー
ト
や
星
空
落

語
な
ど
、
星
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
だ
く
さ
ん
行
わ
れ
ま
し
た
。



広報　常陸大宮　　　　平成１９年８月号１４

　

服
部　

久
雄
さ
ん
（
野
口
）
が
、
茨
城
県

知
事
か
ら
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

服
部
さ
ん
は
、
平
成
３
年
か
ら
御
前
山
県

立
自
然
公
園
指
導
員
を
委
嘱
さ
れ
、
自
然
公

園
内
に
あ
る
施
設
の
点
検
や
ハ
イ
キ
ン
グ
に

訪
れ
る
方
へ
の
マ
ナ
ー
指
導
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の

活
動
が
評

価
さ
れ
贈

ら
れ
た
も

の
で
す
。

　

高
齢
者
が
関
係
す
る
交
通
事
故
が　

年
間

１０

で
１
・
５
倍
と
急
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

高
齢
者
自
ら
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図

る
た
め
、
６
月　

日
大
宮
地
区
交
通
安
全
協

２４

会
御
前
山
支
部
と
御
前
山
地
区
交
通
安
全
母

の
会
の
皆
さ
ん
が
、　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

６５

ら
し
高
齢
者
世
帯
の
戸
別
訪
問
を
行
い
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
大
宮
警
察
署
員
と
合
同
で
、
御

前
山
地
域
の
高
齢
者
世
帯
約　

世
帯
を
訪
問

７０

し
、
一
人
ひ
と
り
に
交
通
安
全
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
手
渡
し
な
が
ら
、
交
通
事
故
や
高

齢
者
を
狙
っ
た
犯
罪
に
対
す
る
注
意
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

今
後
も
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、
さ
ら
に

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
増
加
す
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
交
通
安
全
関
係
者
は

こ
れ
か
ら
も
訪
問
活
動
や
立
哨
、
徒
歩
巡
回

を
継
続
し
、
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
街
づ

く
り
に
寄
与
し
て
い
き
ま
す
。
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７
月
５
日
、
ひ
た
ち
な
か
市
総
合
運
動
公

園
総
合
体
育
館
に
て
、「
第　

回
交
通
安
全

４４

子
供
自
転
車
茨
城
県
大
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
自
転
車
競
技
を
通
じ
て
、

自
転
車
の
安
全
走
行
に
関
す
る
知
識
と
技
能

を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
交
通
事
故
の
防
止
を

は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
大
会

に
は
、
県
内
各
警
察
署
管
内
か
ら　

の
代
表

２７

小
学
校
が
出
場
し
、
本
市
か
ら
は
、
御
前
山

地
域
の
野
口
小
学
校
６
年
生
が
出
場
し
ま
し

た
。

　

競
技
は
、
学
科
テ
ス
ト
と
実
技
テ
ス
ト
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尺
丈
山
「
百
樹
の
森
」
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
議
会
が
茨
城
県
知
事
よ
り
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
設
立
以
前
の
平
成　

年
か
ら
ボ
ラ
ン

１０

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
尺
丈
山
の
下
草
刈
、
植

栽
を
精
力
的
に
行
う
な
ど
、
長
年
の
「
百
樹

の
森
」
保
全
と
緑
化
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
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美
和
地
域
で
は
、
防
犯
連
絡
協
議
会
の
皆

さ
ん
が
、
一
人
暮
ら
し
世
帯
へ
戸
別
に
訪
問

を
行
っ
た
り
、
さ
さ
の
湯
や
北
斗
星
な
ど
に

出
向
き
、
来
客
者
ひ
と
り
ひ
と
り
に
防
犯
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
行
い
、
犯
罪
に
対
す

る
注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

（
安
全
走
行
・
技
能
走
行
）
を
行
い
、
安
全
走

行
テ
ス
ト
で
は
、
コ
ー
ス
内
で
安
全
確
認
や

合
図
を
き
ち
ん
と
行
っ
て
い
る
か
の
テ
ス

ト
、
ま
た
技
能
走
行
テ
ス
ト
で
は
、
片
手
走

行
に
よ
る
左
右
回
転
操
縦
・
ジ
グ
ザ
グ
進
行

な
ど
の
技
術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
惜
し
く
も
入
賞
を
逃
し
ま
し
た

が
、
４
人
の
代
表
選
手
は
、
緊
張
の
な
か
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
、
精
い
っ
ぱ

い
競
技
を
し
ま
し
た
。

【
大
会
出
場
代
表
児
童
】

　

西
野　

雄
泰
さ
ん　
　

楠　
　

正
聡
さ
ん

　

吉
田　

将
太
さ
ん　
　

舟
木　

良
太
さ
ん

▲美和地域

▲御前山地域
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子
ど
も
が
水
辺
で
遊
ぶ
時
期
を
控
え
、
７

月
８
日
、
水
難
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
る
看

板
を
御
前
山
地
域
内
の
河
川
敷
に
お
い
て
、

御
前
山
防
犯
連
絡
協
議
会
と
大
宮
警
察
署
員

約　

人
が
参
加
し
て
設
置
し
ま
し
た
。

３０

　
「
水
難
事
故
ゼ
ロ
」
を
願
い
、「
き
け
ん
」

「
あ
ぶ
な
い
」と
書
か
れ
た
看
板　

本
を
那
珂

１０

川
や
緒
川
な
ど
の
危
険
箇
所
に
設
置
し
な
が

ら
水
辺
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
く
の
で
、
水
辺
で

の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
こ
と
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
楽
し
い
思
い
出
は
、
安
全
の
上
に
こ

そ
作
ら
れ
る
も
の
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
十

分
に
気
を
つ
け
、
危
険
を
回
避
し
ま
し
ょ
う
。

����������
　

環
境
美
化
運
動
と
し
て
、
７
月
８
日
・　
２２

日
に
常
陸
大
宮
市
一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
中
学

生
、
常
陸
大
宮
市
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
常

陸
大
宮
市
建
設
業
協
会
、
常
陸
大
宮
部
会
内

郵
便
局
な
ど
か
ら
約
１
２
’０
０
０
人
が
参

加
し
て
、
国
道
・
県
道
・
市
道
及
び
河
川
の

清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
よ
り
、
可
燃
ご

み
３
’ ７
７
０�
、
空
カ
ン
１
’３
６
０�
、

空
ビ
ン
８
７
０�
、
そ
の
他
に
テ
レ
ビ
、

バ
ッ
テ
リ
ー
、
自
転
車
等
粗
大
ご
み
を
回
収

し
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

清
掃
活
動
を
し
て
み
る
と
、
家
庭
か
ら
の

ご
み
や
空
き
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
多
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
ご
み
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
捨
て
る
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
。
環

境
美
化
、
環
境
保
全
に
対
す
る
意
識
が
、
ま

だ
定
着
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
、

環
境
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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　５月26日、「おがわ花の会」（代表　小瀬梅子）

では、花の里づくり事業の一環として、緒川総合

センター周辺に曼珠沙華（ヒガンバナ）の球根を

植え付けました。

　当日は「花の会」会員をはじめ、J A茨城みど

り枝もの部会（那賀地区）の皆さんからたくさん

の球根を提供していただき、また、ウィメンズ下

郷の皆さんからの差し入れもあって、和気あいあ

いと行うことができました。
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７
月　

日
、
ス
リ
ラ
ン
カ
か
ら
来
日
し
て

１８

い
る
、
チ
ャ
ン
ド
ュ
ラ
タ
園
長
先
生
他
５
人

の
方
が
、
大
宮
西
小
学
校
を
学
校
訪
問
し
ま

し
た
。

　

５
人
は
、
日
本
の
幼
稚
園
教
育
の
視
察
で

来
日
し
ま
し
た
が
、
幼
稚
園
教
育
と
小
学
校

教
育
が
関
連
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

小
学
校
も
視
察
し
た
い
と
い
う
希
望
と
な

り
、
今
回
の
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
校
で
は
、
５
・
６
年
生
に
よ
る
鼓
笛
演

奏
や
授
業
見
学
、
児
童
と
一
緒
に
給
食
を
食

べ
る
な
ど
、
熱
心
に
見
学
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
年
生
の
授
業
で
は
、
ス
リ
ラ
ン

カ
の
食
事
や
景
色
な
ど
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
つ

い
て
写
真
を
使
っ
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
も
熱
心
に
説
明
を
聞
き
、
積

極
的
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。
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７
月
６
日
、
緒
川
ダ
ム
中
止
後
、
地
元
の

地
域
振
興
策
と
し
て
整
備
を
進
め
ら
れ
て
き

た
、
県
道
下
桧
沢
上
小
瀬
線
の
国
道
２
９
３

号
交
差
点
か
ら
緒
川
沿
い
に
下
桧
沢
方
面
へ

向
か
う
約
３
２
０�
区
間
が
開
通
し
、
現
地

で
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
矢
数
市
長
、
角
田
副
知
事
を

は
じ
め
、
県
や
市
の
関
係
者
、
関
係
地
権
者

な
ど
約
１
３
０
人
が
出
席
。
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
緒
川
弥
七
太
鼓
の
勇
壮
な
音
が
響
き
渡

る
な
か
、
関
係
者
に
よ
り
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が

行
わ
れ
、
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

　７月２０日、水難事故が多発する夏休みを前に、市消防本部
潜水隊は、県防災航空隊ヘリコプターの参加のもと、水難救
助合同訓練を、山方地内の清流公園前の久慈川で実施しま
した。
　訓練は、久慈川で川遊びをしていた２人が流され、行方不
明になっているとの想定で行われました。
　潜水士の資格を持った隊員で編成された潜水救助隊によっ
て、救助ボートの組み立て、川への乗り入れ、水中検索の訓
練が迅速に行われました。さらに、県防災航空隊のヘリコプターから隊員が降下し、川から救助する訓練
も行われました。

　その後、防災ヘリコプターから救急車への収容、ま
た、救急車から防災ヘリコプターへと患者を引き継
ぎ、防災ヘリコプター内での救急隊による救命処置等
実施しながら、医療機関へ搬送する患者搬送連携訓練
を実施するという本番さながらの訓練でした。

善意を
ありがとう

鈴木實さん（元消
防長）から、奨学
基金として２０万円
が常陸大宮市に寄
付されました。

▲防災ヘリコプターへ収容風景

▲潜水隊による検索の様子

������������������������������������������������������������������������������������������������												��������	



広報　常陸大宮　　　　平成１９年８月号１７

����������
　

那
珂
川
に
合
流
す
る
相
川
に
、
農
林
水
産

省
関
東
農
攻
局
に
よ
っ
て
「
御
前
山
ダ
ム
」

が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ダ
ム
は
、
岩
と
土
を
材
料
と
す
る
ダ

ム
（
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
）
で
、
完
成
す
る

と
総
貯
水
量
７
２
０
万�
で
、
那
珂
川
周
辺

に
広
が
る
約
５
’ ５
４
０　

（
畑
地
等
２
’ ４

ha

５
０　

、
水
田
３
’ ０
９
０　

）
の
農
地
に
安

ha

ha

定
的
に
農
業
用
水
を
供
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

平
成　

年
頃
に
、
湛
水
開
始
予
定
に
な
っ

２１

て
い
ま
す
。
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　山方農林漁家高齢者センター広場において、ミニSL

の運転が始まりました。

　これは、日本工業大学付属東京工業高等学校から賃借

し、運転されるもので、毎週土・日曜日、祝日のみ行わ

れています。

　このミニSL、昭和46年頃まで日本の各地で活躍した

9600型（愛称　キューロク）の実物の10分の１の大き

さ。一周約130mの路線を、石炭をたいて走ります。

　小さいながらも、白い煙をはく姿は、実物さながらの

ものですので、ぜひ一度ご乗車ください。
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　７月２９日、第２１回参議院議員通常選挙が行われました。市内７４投票所で投票が行われ、西部総合公園体育館で
即日開票されました。投票結果は、次のとおりとなりました。

田谷　武夫石津　政雄藤田　幸久候補者名

茨 城 県 選 挙 区
１,３０５１,３３７８,６７２得 票 数

武藤　博光長谷川　大紋工藤　敏隆候補者名

１,５４７８,８８１９３２得 票 数

日本共産党共生新党９条ネット公明党社会民主党維新政党・新風政党等の名称

比 例 代 表
１,２２３.３５５５２６８３,２８０.０４９９３８３３得 票 数

女性党新党日本民主党自由民主党国民新党政党等の名称

２６２.１９６２９９７,７８９.３８７７,９０５.２２２７９２.７８０得 票 数

○開票結果

投票率（％）棄権者数
投 票 者 数当 日 の

有権者数
区 分

計不在者期日前普 通

５９.４８（２１.０５）１６,１００（１５）２３,６３７（４）１５９５,１６１１８,３１７（４）３９,７３７（１９）茨 城 県 選 挙 区

５９.４８（２１.０５）１６,１００（１５）２３,６３７（４）１５８５,１６２１８,３１７（４）３９,７３７（１９）比 例 代 表

○投票結果

届出順

（　）書きは在外投票

単位：人
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☆順不同・敬称略

　６月１４・１５日の２日間にわたり、緒川地域体育協会、
教育委員会緒川事務所主催による大会が、緒川中学校
体育館及び小瀬小学校体育館で開催され、１１チームが
参加しました。
優　勝　　下小瀬チーム
準優勝　　川　西チーム
第３位　　西　根チーム

������
���������	

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　６月１３日、教育委員会、社会福祉協議会、体育指導
委員会緒川地域部会主催による大会がやすらぎの里
公園農村広場で開催され、日頃の練習の成果を競いま
した。

ペタンク大会の部　― １６チーム参加 ―

優　勝　　吉　丸（長寿会）
準優勝　　大　岩（高岩会）
第３位　　西　根（長命会）・下　郷（高砂会）
グラウンドゴルフ大会の部　― １６チーム参加 ―

　〈団体〉

優　勝　　油河内（長楽会）
準優勝　　下小瀬（ことぶき会）
第３位　　小　玉（長生会）
　〈個人〉

優　勝　　佐藤　　繁（下郷）
準優勝　　大久保克己（油河内）
第３位　　相田　三美（油河内）

����������	


　市バレーボール連盟（中村稔会長）主催の第５回マ
マさんバレーボール大会が７月８日、西部総合公園体
育館で行われ、１７チームの参加がありました。

　優　勝　　グルービー
　準優勝　　盛和球友クラブ
　第３位　　大宮ユアーズ
　　　　　　ＪＢクラブ

▲優勝したグルービーの皆さん
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「花瓶」

平野　栄

「花瓶」

川崎　きみ江

●

●

●

●

●

●
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●

●

●

●

●

●

●
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塙　潤子

岸　栄子

菊地　はるい

　市サッカー連盟（秋山充会長）主催による、サッカー
交流試合が７月２１・２２日、西部総合公園グランドで行
われ、県内外から８チームの参加がありました。
　市からは、大宮と小瀬のサッカーチームが参加し、
白熱した試合が繰り広げられました。
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　市テニス連盟（蝦名とも子会長）主催の第３回テニ
ス男女対抗戦が７月２２日、西部総合公園テニスコート
で行われました。男子の部５チーム（２５名）、女子の部
８チーム（４２名）の参加がありました。

【男子の部】

優　勝　　桂クラブ
準優勝　　山方クラブ
第３位　　フリーダムクラブ

【女子の部】

優　勝　　ブラックパール（パールショット）
準優勝　　クリエート
第３位　　ホワイトパール（パールショット）
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・
分
か
る
授
業
と
細
か
な
指
導
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

・
基
礎
基
本
の
定
着
に
努
め
て
い
ま
す
。

・
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
る
力
を
育
て
て
い

ま
す
。
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・
運
動
に
親
し
む
態
度
を
育
て
て
い
ま
す
。

・
運
動
の
基
本
・
走
る
力
の
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。

・
食
に
関
す
る
関
心
・
意
欲
・
態
度
を
育
て

て
い
ま
す
。
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本
校
は
、
昭
和
四
十
一
年
に
山
方
・
塩
田
・

諸
富
野
の
三
中
学
校
を
統
合
し
て
で
き
た
比

較
的
新
し
い
学
校
で
す
。
奥
久
慈
の
玄
関
口

に
位
置
し
、
東
に
見
え
る
八
溝
山
系
の
山
並

み
の
景
色
は
、
四
季
折
々
で
変
化
し
私
た
ち

の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま

す
。

　

生
徒
た
ち

は
、
将
来
に
向

け
て
の
大
き
な

希
望
を
持
ち
、

心
と
身
体
を
磨

た
め
に
学
習
・

運
動
に
日
々
励

ん
で
い
ま
す
。

・
あ
い
さ
つ
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

・
道
徳
の
時
間
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

・
勤
労
や
奉
仕
の
心
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

・
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

生徒数：198人
(山方3267　�57－2802）
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�
�▲朝の奉仕活動 ▲あいさつ運動
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教育目標

��������校　　訓

▲活発な授業風景▲ALTとのスピーチレッスン

▲朝のトレーニング▲給食時の栄養指導



広報　常陸大宮　　　　平成１９年８月号２１

　

美
和
地
域
の
山
あ
い
に
た
た
ず
む
高
部
宿

は
、
趣
の
あ
る
家
が
立
ち
並
び
古
い
町
並
み

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
��
�

　

高
部
は
中
世
以
来
、
軍
事
や
宗
教
の
拠
点

と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
現
在
の
美
和
総

合
支
所
の
北
東
に
は
佐
竹
七
代
義
胤
の
五
男

景
義
が
築
い
た
と
言
わ
れ
る
高
部
城
が
あ

り
、
常
陸
・
下
野
の
国
境
で
、
那
須
氏
ら
か

ら
の
守
り
を
担
う
防
御
線
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
近
く
に
諏
訪
神
社
、
鷲
子
山
上
神
社
、

吉
田
八
幡
神
社
、
満
福
寺
な
ど
の
古
社
寺
が

あ
り
、
古
く
か
ら
人
や
物
の
交
流
す
る
地
と

な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
特
産
の
和
紙
を
江
戸
の
問

屋
に
卸
し
た
り
、
葉
煙
草
を
扱
う
有
力
商
人

の
家
が
何
軒
も
立
ち
並
ん
で
い
ま
し
た
。
財

政
難
の
水
戸
藩
に
献
金
を
行
っ

て 
郷  
士 
と
な
る
な
ど
、
経
済
的

ご
う 
し

に
も
政
治
的
に
も
藩
と
強
い
つ

な
が
り
を
持
つ
家
が
複
数
あ
り

ま
し
た
。
高
部
村
で
は
岡
山
仙

太
郎
・
大
森
又
左
衛
門
・
國
松

権
兵
衛
・
堀
江
喜
三
郎
の
四
名

が
郷
士
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

�
����
��
��	


　

百
五
十
年
ほ
ど
前
に
作
ら
れ

た
「
高
部
村
天
保
検
地
絵
図
」

に
は
高
部
宿
の
地
割
り
が
描
か

れ
て
お
り
、
現
在
の
町
並
み
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

美
和
地
域
を
檜
沢
方
面
か
ら
美
和
総
合

支
所
方
面
に
進
み
高
部
宿
に
入
る
と
、
和

田
川
に
架
か
る
下
町
橋（
昭
和
四
年
架
橋
）

を
渡
り
ま
す
。
橋
を
渡
る
と
す
ぐ
左
手
が

 「
花
の
友
」
の
岡
山
酒
造
、
そ
の
西
隣
が

 「
國
光
」の
國
松
酒
造
で
す
。
江
戸
か
ら
明

治
に
か
け
て
建
て
ら
れ
た
古
い

建
物
の
多
い
こ
の
通
り
の
中
で

も
両
家
の
た
た
ず
ま
い
は
一
際

目
を
惹
き
ま
す
。
と
も
に
現
在

は
廃
業
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が

重
厚
な
酒
蔵
や
住
居
は
当
時
の

ま
ま
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
部
宿
は
北
と
南
を
山
に
囲

ま
れ
、
ま
た
緒
川
と
和
田
川
が

交
わ
る
地
点
で
水
に
は
恵
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
岡
山
酒
造
・
國

松
酒
造
と
も
に
緒
川
の
流
れ
に

面
し
て
お
り
、
酒
造
り
に
適
し
た
豊
富
な

水
が
得
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
岡
山
家

の
三
階
櫓
は
木
造
で
、
明
治
二
〇
（
一
八

八
七
）
年
に
建
て
ら
れ
「 
喜  
雨  
亭 
」
と
名

き 

う 
て
い

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
瀟
洒
な
建
物
は

社
交
場
と
し
て
使
用
さ
れ
親
し
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
最
上
層
に 「
花
の
友
」と
い
う
銘

柄
が
記
さ
れ
た
美
し
い
姿
は
こ
の
通
り
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
偕
楽
園
の

好
文
亭
を
模
し
て
、
敷
地
内
に
は
梅
が
植

え
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
が
「
花

の
友
」
と
い
う
商
標
の
由
来
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

國
松
家
も
明
治
初

期
か
ら
酒
造
業
を
営

ん
で
い
ま
し
た
。
近

世
に
は
紙
問
屋
、
村

役
人
を
務
め
た
名
家

で
、
藩
主
の
巡
村
の

際
の
休
憩
所
に
な
っ

た
記
録
も
残
り
ま

す
。
二
十
五
年
ほ
ど

前
に
廃
業
し
ま
し
た

が
屋
敷
内
の
建
物
や

道
具
類
は
当
時
の
ま

ま
で
す
。
屋
敷
裏
の
山
か
ら
は
清
冽
な
水

が
流
れ
緒
川
に
注
ぎ
ま
す
。
通
り
に
面
し

て
建
つ
若
草
色
の
近
代
建
築
は
明
治
時
代

の
郵
便
局
舎
で
し
た
。

　

こ
の
二
軒
と
細
い
街
道
を
挟
ん
で
向
か

い
合
う
大
森
家
も
江
戸
後
期
創
建
の
母
屋

と
門
を
持
ち
、
や
は
り
村
役
人
を
務
め
た

家
で
す
。
母
屋
は
お
よ
そ
二
百
年
前
の
江

戸
後
期
に
高
部
宿
が
大
火
に
見
舞
わ
れ
た

と
き
に
建
て
替
え
ら
れ
た
も
の
で
、
天
狗

諸
生
の
乱
で
の
刀
傷
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
隣
の
平
塚
家
も
通
り
沿
い
に
明

治
の
近
代
住
居
建
築
を
残
す
旧
家
で
す
が

現
当
主
曰
く
「
こ
の
辺
で
は
新
し
い
方
の

家
」
と
の
こ
と
。
昭
和
初
期
の
和
洋
折
衷

型
住
宅
や
漆
喰
の
土
蔵
が
あ
り
、
街
道
沿

い
の
小
さ
な
区
域
に
古
建
築
の
密
集
す
る

様
は
一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。
清
流
の

水
音
を
聞
い
て
い
る
と
酒
ど
こ
ろ
だ
っ
た

往
時
が
よ
み
が
え
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

�������

▲

現
在
の
高
部
の
町
並
み

▲かつての郵便局舎（國松家）

▲元岡山酒造の三階櫓

▲

江
戸
後
期
の
高
部
宿

（『
美
和
村
史
料　

近
世
村
絵
図
』
を
元
に
作
成
）
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①白菜は、白い所だけとって、千切りにし大きめのお皿に並べます。
②春雨は、４～５分茹でて水洗いした後、食べやすい大きさに切り、
油を少 ま々ぶし白菜に並べる。

③豚肉、しいたけ、人参、ピーマンは細切りにしてサラダ油でよく炒め
調味料を入れて煮る。

④水溶き片栗粉でとろみをつけて、ゴマ油を回し入れ、春雨の上にか
ける。
������������	
��
����

���������
白菜 １／４個　
豚肉 １００ｇ　
人参 １本　
－調味料－
酢 大さじ１
塩 少々
みりん 少々
ゴマ油 小さじ１

春雨（もどす） １００ｇ
生しいたけ ４個
ピーマン ２個
サラダ油 大さじ１
醤油 大さじ２
こしょう 少々
だし汁 １/２カップ
片栗粉 小さじ１
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　９月１７日の敬老の日に向けて、おじいさんおばあさ
んの似顔絵を募集します。描いてきてくれた似顔絵
は、図書情報館内で展示し敬老の日までにお返ししま
す。たくさんのご参加をお待ちしています。

受付期限　８月17日 （金）
申込方法　所定の用紙をカウンターで配布します。
展示期間　８月18日 （土） ～９月７日 （金）

�美和かわせみの会のおはなし会����������	
�ロゼのつどいのおはなし会������������	
�どんどんちっちのおはなし会�����������	

�めばえの会のおはなし会�������������	

�はみんぐばあどのおはなし会������������	
���������	

��

�������������

�子ども放送局
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����
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 ��
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13日・27日
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開催まで
８ ８あと 日

（８月15日現在）

常陸大宮市の人口（７月１日現在・推計常住者）

総人口４６，９３５人（男２２，９２５人、女２４，０１０人）
世帯数１６，２５８世帯
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古紙配合率����再生紙を使用しています 
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�������������������������	

�
なぎなた交流大会
平成19年11月11日～12日

会場　常陸大宮市西部総合公園体育館

　７月28日、やすらぎの里公園において

“いばらきさとやま生活”体験が行われ

ました。

　当日は、天候にも恵まれ、県内外から

37人の参加者があり、常陸秋そばを使っ

たそば打ち体験や、陶魂クラブの皆さん

と一緒に陶芸を楽しみました。

　お昼には、自分で打ったそばをおなか

いっぱい食べ、参加者の方たちは常陸大

宮市でのさとやま生活を満喫していまし

た。

今年で９回目となった辰ノ口親水公園そば処しんすい庵主催に　今年で９回目となった辰ノ口親水公園そば処しんすい庵主催に
よる"あじさい写真コンテスト"の表彰式が、よる"あじさい写真コンテスト"の表彰式が、７７月18日、辰ノ口親月18日、辰ノ口親
水公園ふるさと館で行われました。水公園ふるさと館で行われました。
今回のコンテストには、48人が参加。167枚の写真の中から常　今回のコンテストには、48人が参加。167枚の写真の中から常

陸大宮市長賞をはじめ、観光協会長賞などが選ばれました。商工陸大宮市長賞をはじめ、観光協会長賞などが選ばれました。商工
会長賞に大会長賞に大�壽さん（鷹巣）、辰ノ口区長賞に宮本紀洋さん（上大壽さん（鷹巣）、辰ノ口区長賞に宮本紀洋さん（上大
賀）が選ばれました。賀）が選ばれました。
入賞者の方々は、今年はとても　入賞者の方々は、今年はとても

きれいに花が咲き、いい写真がときれいに花が咲き、いい写真がと
れたと話していました。れたと話していました。

▲大�さん（左）と宮本さん（右）
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▲

大�
さ
ん
の
作
品

▲

宮
本
さ
ん
の
作
品
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